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「猫」という疑問

今は昔、朝日新聞の「天声人語」で目

にした文章で、忘れられない行（くだ

り）があり ます。

「世の中に 人の来るこそ う れしけ

れ とはいふものの お前ではなし」

内田百閒の短歌です。

「世の中には何がうれしいかというと、

人が訪れて く るこ とほど嬉しいことは

ない。しかしながら、あなたのことで

はあり ませんよ。」

ということで、かなり毒気があります。

次に、太田蜀山人の狂歌です。

数日前のこ と。

高校生の読解課題の題材文に『桜島』

という作品が掲載されています。梅崎

春生の作品です。

太平洋戦争の末期、「私」が海軍の暗

号員として鹿児島の前線基地桜島に送

られた際、突然現れた米軍の戦闘機か

ら見張り役の同僚が機銃掃射を受けて

死ぬ場面が題材文として掲載されてい

ました。

「と う と う名前も、境遇も、生国も、

何も聞かなかった。私にとって、行き

ずりの男に過ぎないはずである。滅亡

の美しさを説いたのも、此処で死なな

ければならぬこ とを自分に納得させる

方法ではなかったのか。」

という強い行があり、悔しさのあまり、

つくつく法師を手で捉え、それを掌で

握りつぶす･･･

妙に リ アルであるはずなのに、どこか

シュールさを感じさせる文体に、読ん

だ瞬間に魅了されてしまいました。

この小説の全体を読んでみたい。その

衝動が抑えきれず、早速 amazon で検

この『カロや』の巻末の解説文の中で、

梅崎春生が内田百閒に心酔していたと

「世の中に 人の来るこそ うるさけ

れ とはいふものの お前ではなし」

「世の中には何がうるさいかというと、

人が訪れて く るこ とほどうるさいこと

はない。しかしながら、あなたのこと

ではあり ませんよ。」

というのを捩（もじ）ったものだ、と

いう ことは初めて知り ました。

百閒は蜀山人の歌を上に、自分のもの

を下に書いて、自宅の呼び鈴の下に張

っていたそうです。つま り、自分の書

いた短歌の毒気をシャレとして受け取

るこ とのでき来る人のみお入り下さい

という、百閒なりのもてなしでした。

梅崎春生いう作家を知ったのは、つい

内田百閒：文豪・芥川龍之介が

敬愛した作家でもある。

太田蜀山人：天明期を代表する

文人・狂歌師であり、御家人。

索すると、もちろん『桜島』にヒ ッ ト

しましたが、も うひとつ気になる作品

が目に飛び込んできました。

『カロや』

内田百閒の猫に関する作品に「ノラや」

あるいは、「ノラやノラや」があり ま

すが、『カロや』の表紙にも猫の絵が

デザインされていて、大佛次郎を筆頭

に、猫に魅了される作家がけっこ う多

いこ とに気づき、こちらも読んでみた

くなり ました。

はいう ものの、百閒の『ノラや』と梅

崎の『カロや』とでは、作品年代が微

妙にずれるため、関連性はないとのこ

とです（解説は作家・荻原魚雷）。

ところで、

「街上に 轢かれし猫は ぼろ切れか

なにかのごと く 平た く なりぬ」

という斎藤茂吉の短歌があり ます。

梅崎春生の「猫の話」が『カロや』の

冒頭に現れます。

中野孝次氏の『ハラスのいた日々』で

は愛犬が、一方、大佛次郎氏の『猫の

いる日々』では、入れ変わりたち変わ

り しながらも家の中に常に５匹はいた

という愛猫が、作家の目を通したどこ

かシビアそれでいてペーソスの中に、

飼い主としての本音や愛情を交えて豊

かに表現されています。

猫や犬ひとつをとっても、作家という

人種にかかると、こんなにも多彩に語

らせるのかと思わされてきました。

梅崎春生
斎藤茂吉：代表作に『死にたまふ母』

がある。

さて、梅崎春生氏は「カロ」という猫

をどのよ うに表現して くれるのだろう

かと期待を膨らませて読んでみる･･･。

大通りに面した運送屋の二階を間借り

している一人の若者と一匹の野良猫が

住んでいるというたった １ 行の設定が

あるだけです。

野良猫は登場して間もなしに車に轢

かれて死んでしまいます。

若者はそれを何の感情も抱かぬ様子

で、その猫の遺体が大通りを通り過

ぎる数多のクルマに次々と轢かれ、

そのせいでぺしゃんこになり、やが

て干からびていき、数多の車のタイ

ヤに少しずつ持って行かれ、やがて

消えていく･･･。

それを何日も何日も、ただひたすら

二階の自室から若者は見ているので

す。若者はこの作家自身で、轢かれ

た猫が「カロ」ならば、飼い主のな

んという非情さと、飼い猫にとってこ

の上ない残酷さを描いたス トーリーな

のだろう･･･。

思わず、これ以上読むのをやめてしま

おうかという自分の意思とは裏腹に、

わが脳と目がどんどんと文章に吸い寄

せられ、わが手にページをめく らせて

い く･･･。

この物語の次に現れるのが「Ａ君の手

紙」。ここで、前作「猫の話」で車に

轢かれた猫は、実は現実のものではな

く、実際は初代「カロ」がいて、しか

し、どこかで毒団子のよ うなものを食

べさされて死んでしまったという事実

を目の当たりにして、およそ自分には

猫運がないという こ とが（「Ａ君の手

紙」に）書かれています。

そして読み手は、こ こを読んだ瞬間に

少しは安堵させられるのと同時に、も

うひとつの感情を抱かずにはいられな

く されるのです。

おさらぎじろう
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２ああ、まんまと術中にはめられたな。

この伏線の張り方の見事さに感服させ

られずにはいられない。

その後、いろいろとGoogle先生に尋ね

てまわり、その結果として、

「街上に 轢かれし猫は ぼろ切れか

なにかのごと く 平た く なりぬ」

という斎藤茂吉の短歌に巡り会えまし

た。それこそ、太田蜀山人の狂歌を捩

（もじ）った内田百閒のよ うに、斎藤

茂吉の短歌に触発された梅崎春生が、

茂吉の猫と飼い猫の「カロ」とを重ね

合わせ、エッセイ とも小説とも区別が

つかないシュールな作品として書き上

げたのだとしたら、この作家の感性の

すごさに、ぞっとさせられるのです。

現に、梅崎春生の作風は、戦後作家と

いわれた時代を経て、内田百閒に魅了

されてからは、「猫の話」のよ うなシ

ュールな作品を書く よ うになったそう

です。

ちなみに、内田百閒は文豪・夏目漱石

の門下生で、漱石の名作『吾輩は猫で

ある』の続編と称して『贋作吾輩は猫

である』を書いています。

なるほど･･･

「猫」というだけで、こんな線がわが

脳内に描けるのか･･･。

これはおもしろい ！

例による「積ん読」にしてお くにはも

ったいなさ過ぎる。

それにしても、猫という生き物がこれ

ほどまでに作家たちを魅了するのはな

ぜだろう ？

この疑問に挑戦してみたくなりました。

大佛次郎

ジュクチ ョーの小ネタ話

どこがちゃうねん？

中国の代表料理にペキンダッ クがあり

ます。下処理したアヒルを丸ごと炉で

焼く料理です。

「役立たず」「死に体」の政治家を指

す政治用語として、あるいは、アメ リ

カでは「役立たず」などと特定の人物

を揶揄する慣用表現として「レイムダ

ック（足の悪いアヒル・足の折れたア

ヒル）」という言葉があり ます。

また、イソップ童話には『みに くいア

ヒルの子』があり ますよね。

では、ガチョ ウはどうでし ょ う ？

ちなみに、あるウェブサイ ト で調べて

みると、「カモ科の鳥で、ガンを飼い

ならしたもの。アヒルよ り大き く、上

く ちばしのつけ根にこぶがある。肉・

卵は食用。」とあ り ます。

「カモ科」という言葉が出たので、鴨

についても合わせて考えてみましょう。

鴨ねぎ、いわゆる、「鴨がねぎをし ょ

ってくる」は、「うまいことが重なり、

ますます好都合であること」のたとえ

ですし、「カモにされる（カモられる）」

となると、「いいよ うに利用される・

いいよ うにやられる」となって、いよ

いよ、アヒルよ り も分が悪く なる。

では、ガチョウはどうなのかというと、

料理にも、慣用句としても、物語とし

てもほとんど登場しません。

スウェーデンの女性作家セルマ・ラー

ゲルレーヴが執筆した児童文学に『ニ

ルスのふしぎな旅』という、ニルス・

ホルガショ ンの少年がト ムテ（妖精）

によって小人にされ、ガチョ ウのモル

テンやガンの群れと一緒にスウェーデ

ン中を旅するという よ うに、物語の中

に登場する場合もあ り ます。

更に、カモよ り大き くハクチ ョ ウよ り

小さい一群の総称として「雁」があり、

これも同じ仲間で、『大造爺さんと雁』

という椋鳩十の名作があり ます。

このよ うに、アヒルやガチョ ウの仲間

を調べてい く と、どう も大きさや羽の

色などによって区別されていたり、野

生のものが家禽になって呼び名が変わ

ったり と、どこか曖昧で、それでいて

複雑なのです。

そこで、写真をご覧に入れますね。

どちらがアヒルでしょ う ？ あるいは、

ガチ ョウでし ょ う ？

デ ィ ズニーのキャラクターにドナルド

ダッ クがいますけれど、あの絵から判

断するに、く ちばしがやや平べった く

て広い、上の方の写真がアヒルなのか

しら ？ というのが、私の判断基準で

す。ちなみにドナルドダッ クは、こん

な感じです。

あるサイ トから見つけた説明が最も分

かりやすそうなので、そのまま貼り付

けました。が、どちらも似たよ うなこ

とが書かれているので、結局、ナンか

よ う分かり ません。

〈アヒル〉

「アヒル」とは、カモ目カモ科マガモ

属の「真鴨(まがも)」を原種に、食肉

用、採卵、羽毛採集、愛玩用などを目

的として家禽化した鳥類で、漢字では

「鶩」や「家鴨」と書きます。

成体で体長50～80cm、体重3～5kg程度、

白い体毛に扁平形の黄色のく ちばしを

持った個体が一般的です。

また、翼は退化して小さくなっており、

長距離を飛行することはできな く なっ

ています。

「アヒル」は、ロース ト ダッ クやター

ダッキン、北京ダックなど世界中でさ

まざまな肉料理に用いられるほかに、

「アヒル」の卵を原料とするピータン

や、「アヒル」の肝臓を肥大させたフ

ォアグラなども食され、フランス料理

やイ タ リ ア料理ではかかせない食材と

いえます。

日本料理においても、鴨汁や鴨鍋、鴨

蕎麦などの鴨料理で鴨肉の代用として

用いられるこ とも多いですが、鴨肉と

比較して脂が多いアヒル肉は日本にお

いてはそれほど好まれず、「アヒル」

が料理名に用いられるこ とも一般的で

はあり ません。

〈ガチョ ウ〉

「ガチョ ウ」とは、カモ目カモ科ガン

亜科の「雁(がん、かり)」を原種に、

食肉用、採卵、羽毛採集、愛玩用など

を目的として家禽化した鳥類で、漢字

では「鵞鳥」と書きます。

成体で体長50～90cm、体重4～10kg程度、

白い体毛に円錐状の黄色のく ちばしを

持った個体が一般的で、く ちばしの形

状と、「アヒル」と比較して長い首が

外観での見分け方になり ます。

翼は「アヒル」と同じく退化しており、

「アヒル」同様に様々な肉料理に用い

られるほか、卵や肝臓をフォアグラと

して食材利用されます。

ペッ ト と して飼育する場合は、「ガチ

ョウ」のほうが「アヒル」と比較して

人によ く なつき、泣き声も大きいこと

から番犬代わりに飼育されることもあ

り ます。

また、布団やダウンジャケッ ト、バド

ミ ン ト ンのシャ トルなどに利用するた

めに羽毛採取する場合、「アヒル」か

ら採れる「ダックダウン」よ り も「ガ

チ ョ ウ」から採れる「グースダウン」

のほうが高級品とされることが多いで

す。

玉置神社と

プチ不思議

最近、足しげく参詣している神社があ

り ます。玉置神社です。足しげく とは

いえ、場所が場所だけに。おいそれと

行ける神社ではあり ません。

なぜなら、公共交通機関を使ったとし

ても、泊ま りがけでないと行けないか

らです。

近鉄大和八木駅から Ｊ Ｒ新宮駅までを

結ぶ奈良交通の日本一長い路線バスで

有名な八木新宮線があり ます。停留所

数は166。全長169.8㎞の行程。所要時

間は６時間40分。天候によっては最大

遅延時間を含めて９時間。

ところが、山岳道路のい くつもの難所

を通るこのバスを使用しても、日本一

広い村である十津川村の「十津川温泉」

で足止めを余儀な く させられます。

玉置神社へは「十津川温泉」からの鉄

道はおろかバス路線もな く、麓の日高

川に架かる橋までさえ相当な距離があ

るというのに、そこを渡ってからも10

km以上の山岳道路を上っていかなけれ

ばなり ません。

つ ど く

たい

や ゆ

むくはとじゅ う

がん

たまき

がんさ く



３確かに、麓の温泉宿の前から玉置神社

までの往復をして くれるコ ミュニテ ィ

バスがあり ますが、予約制です。旅館

前から神社まで載せて行って くれて、

参詣時間を考慮して待機し、そのまま

参詣客を旅館前まで送って くれるとは

いえ、この １ 往復のみ。こんな状態な

ので、日帰り をしよ う と思うのなら、

自家用車でしか交通手段がありません。

おまけに、橋を渡ってからの山岳道路

の道幅が狭く て急勾配、しかも整備さ

れているよ うでされていないし、所々

落石のあともあり ます。細かく砕けて

いるとはいえ、硬く て鋭利な岩のかけ

らもあり、う っかり踏むとタイヤがパ

ンクしかねません。こんな所なので、JAF

にお願いしても来て くれるかどうか。

それに加えてガードレールがない所が

けっこ うな数で存在し、運転操作を誤

ればそのまま谷底行きになりかねない

という悪路です（実際に年間で何台か

は落っこちている）。

こ ういう こ と もあってか、「神様に呼

ばれないとたどり着けない神社」とま

で言われてるのは無理からぬこ とでし

ょ う。

ただ、福山雅治さんがここで奥様との

ご縁を結んでいただいたこ とがＳＮ Ｓ

で広まってからはその名が知られるこ

ととなり、参詣者は増えているよ うで

す。

私は四国八十八か所をチャ リ ンコ巡礼

した経験もあって、クルマの運転は大

好きなので、国道309号線を通って五

條を経て入るこの山岳道路もあま り苦

になり ません。

大抵は、阪和自動車道を使って和歌山

県は那智山の飛瀧神社を参詣した後、

すぐ さまこの玉置神社に直行し、難所

多き山岳道路を通って帰阪する約350km

の行程を １ 日で強行走破します。

ち ょ っと季節外れなのですが、夏にい

ただいたお休みの間に、この年の２回

目の参詣をしました。

股関節周りから仙骨周辺にかけてナン

ともいえない違和感と、なかなか取れ

ないう っすらとした痛みに一抹の不安

を拭えなかったのもあ り ますが、今回

はも うひとつある目的がるため、ち ょ

っとだけ気合いの入り方が違います。

というのは、玉置神社（標高1000ｍ）

にはも う少し上の方（玉置神社と玉置

山の頂上の間く らいの標高のところ）

に玉石社という、いわゆるパワースポ

ッ トがあるので、そこまで登りたかっ

たからです。

とはいう ものの、パワースポッ ト巡り

という趣向はあり ません。かっこよ く

言えば、御霊がいらっしゃるらしい玉

石社に今まで登っていなかったという

負い目のよ うなものもがあったからで

す。

ちなみにワタシは、神道に心酔なさっ

ているというのか、ワタシからみれば

耽溺している 他のこ とには一切か

え りみないで、ひとつのことに夢中に

なっている としか見えないのだけ

れど、そういう人からは「不良の神道」

と言われる く らい、何らかの宗教集団

に所属して云々という立場からは完全

に離れた位置にいて、自分の感性に任

せて動いているだけです。

それよ り も、登り道はお世辞にも整備

されているとはいえず、ある程度の覚

悟をしないと登れないというのか、た

ど り着かせてもらえないという厳

しさのよ うなものを感じ、それに

気圧されて、なかなか登る気になれな

かったのです。

ほぼ毎日足を運ぶ近隣の多米社は別に

して（お詣り をするときは毎回真摯な

気持ちですが）、大神神社や出雲大神

宮や高鴨神社、たとえ近くにある住吉

大社にしても、参詣すると決めた日の

前々日く らいから、最低の礼儀作法と

しての心の準備に入り ます。

例えば、四つ足のモノは食さないとか、

気持ちを整えるとか･･･。

確かに修行僧でもないし神職を目指す

わけでもな く、そのレベルの専門的な

知識も経験もないのですけれど、ナン

か思いつきとか気ま ぐれの物見遊山の

よ うな気持ちで行くのも「ナンだかな

～」なのです。

玉置神社に行く ときは、その寸前でガ

ソ リ ンタンクを満タンにすべしという

のが、誰が言ったか知らないけれど、

お決ま り らしい。確かに、周囲には観

光の名所とか景勝地もな く、日高川に

架けられている玉置山へ向かう赤い橋

の手前にある小さな集落が切れる辺り

にこのガソ リ ンスタン ドがあるだけで

すから、あながち間違ってはいません。

阪和自動車道をひたすら走り紀伊勝浦

から一般道に入ったあと、景勝地の大

島を経て飛瀧神社に着いたのが午後12

時30分頃。

例によって蒸し暑い中を汗まみれにな

るのを覚悟していたのですが、気温は

28℃なり。ちなみにこの日の大阪市内

は36℃。

昨年もほぼ同じ時期に来たのですが、

確か35℃だったと記憶しています。と

はいうものの、暑いものは暑いのです。

思いのほか滝の水量が少ないよ うに感

じましたが、相も変わらず凄いパワー

です。

100段以上ある石段を下りていきます。

２月に来たときはスイスイ と降り るこ

とが出来たものの、登るときは最後の

方で息切れしたのを覚えています。お

まけに翌日は筋肉痛になるしで。

さて今回はといいますと、息切れひと

つしませんでした。日頃のウォーキン

グの効果が出ており まする。

それにしても、玉置神社に行く と毎回

不思議なこ とが起こ り ます。不思議と

はいえ、オカル ト的なこととかスピ リ

チュアル的なことが特別に起こるわけ

ではないのですが、回数を重ねる度に

自分の身体の調子が良くなってきてい

るのを実感させられるというのか、さ

せて下さるというのか･･･。

玉置神社に行かれた方ならお分かり戴

けるのですが、鳥居から拝殿までは約

１ kmほどあ り、途中で道が二手に分か

れまする。ワタシはもっぱら比較的楽

ちんな上の道を行きます。

理由は楽ちんなだけではな く て、山の

神様が二柱いらっしゃ り、その依り代

にご挨拶を申し上げるためです。

そのうちで、菊理姫（キク リ ヒ メ／ク

ク リ ヒメ）という、日本書紀に登場す

る、ちょいと謎多き女神様がいらっし

ゃいます。

ウ ィ キによ り ますと、加賀国の白山や

全国の白山神社に祀られる白山比咩神

（しらやまひめのかみ）と同一神とさ

れる神様らしいです。

聞く ところによ り ますと、普段はおお

らかでお優しい神様ですが、怒らせる

と日本一国く らいなら一撃で滅ぼすこ

とができる く らいのパワーをお持ちの

山の神様らしいです。

それはともか く、玉置山という山岳神

社にお邪魔をしているので、ご挨拶を

しないで通り過ぎるのは非礼ですしね。

その後、平坦な道の終わりにある100

余段ほどの比較的整備された階段を降

りると、三柱神社という摂社が現れま

す。

ここにはお狐様（いわゆるお稲荷さん

ですね）が三柱いらっしゃって、「悪

霊退散」ではな く て「悪魔退散」の御

利益があるとかで、全国的にも珍しい

存在なのだそうです。

更に聞く と ころによ り ますと、鬱病で

悩まれている方がお詣り をすると、そ

の人にと りついている（らしい）「悪

魔（悪霊ではな く ！ ）」を祓って下さ

るとかで、実際にこのお社にたった瞬

間に祓われた人が何人もいらっしゃる

そうです。

もともとこの玉置神社自体が天智天皇

の代に、熊野速玉大社・熊野那智大社

・熊野本宮大社（ Ｊ リーグの ト レード

マークである八咫烏で有名ですね）の、

いわゆる熊野三社（熊野三権現）を悪

魔から守るために創建されたという由

緒があり ます。

玉置神社ももともとは権現さんなので、

神仏一体だったそうですが、明治にな

っておこなわれた廃仏毀釈で、神道を

採るか仏道を採るかを決めねばならな

く なり、神社の立場を採ったという歴

史があり ます。

ちなみにこの玉置神社ですが、ユネス

コの世界遺産に登録されています。元

来、神道は日本古来のもので、仏教は

朝鮮半島から伝来したといわれる、い

わゆる外来宗教なのです。その異なっ

た宗教が「権現」として何の争いやい

さかいもな く同居しつづけてきた歴史

は世界的にも珍しいらし く、それが世

界遺産登録された理由です。

元来の山岳神をお祀りする神社で、大

峰山への修行僧が一堂に会し、玉置神

社の更に奥にあるという宝冠の森とい

う修行場で修行するために身を寄せる

場所でもあるのです（宝冠の森は一般

者は原則として立ち入りできません）。

玉置神社の拝殿
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４さて、この三柱神社奥にあるのが、こ

れから始めてお伺いする玉石社という

末社です。

今回のプチ不思議は２つあり まして、

そのうちのひとつがこれでした。

飛瀧神社からここまでたどり着くのに、

何故か道を間違えたり して午後４時ま

でにはたどり着かせてもらえないのに、

ナンと、この日は午後３時半頃にすん

なりとたどり着かせて下さったのです。

YouTubeの動画などを見ると、玉置神社

で不思議な体験をなさったお話に巡り

会えること もあ り ます。これだけは体

験者でしか分からない部分も多く ある

ので、その内容の真偽は確かめよ う も

ないし、真偽の議論自体がナンセンス

な気がします。

いつもなら午後４時を過ぎるのに、す

んなり と来させてもらえたのです。そ

れでも ３時30分。妙な理由付けはした

くないものの、この微妙な30分とは此

は如何に ？ この30分で玉石社に行く

べし、とな ？

ちなみに昨年の今頃にも来させて戴い

ており まする。到着時刻は午後４時過

ぎ。気温は35℃。ジ リ ジ リ と暑かった

記憶が鮮明にあり ます。

福山雅治さんの一件で有名になったと

はいえ、さすがに午後４時を過ぎると

参詣者の数も駐車されている車の数も

めっき り と少な く なり ます。別に少な

く なるのを狙っているのではな く て、

４時までに着かせてもらえないのです。

その代わり、いつも主祭神のクニ ト コ

タチノ ミ コ ト様をはじめ、イザナ ミ様

やイザナギ様、天照大神様とはいつも

ワタシ独りだけの状態で向かい合わせ

ていただけるのです。毎回こんな感じ

なので、これ自体がプチ不思議なのか

も知れません。

まあ、毎回、とにかく暑い時期なので、

体力と気力の勝負となり まする。とこ

ろが、今年はという と、鳥居を く ぐ っ

てビッ ク リ です。24℃ ！ ヒ ンヤ リ と

した清涼な、それでいてどこか凛とし

た空気の中にヒグラシの声が響きます。

木々の香や土の香が心地いい。汗だく

覚悟なので、神様に失礼なのは重々承

知の上で、ノース リーブに短パンとい

うウォーキングスタイルで参道をゆっ

く り と進みます。もちろん、帽子もし

っかり と被っており まする。

山の神様と菊理姫様にご挨拶を申し上

げるころには、これだけ涼しいはずな

のにも う う っすらと汗をかいており ま

す。

その後に現れた階段を下り、鳥居を く

ぐ ります。三柱神社の拝殿の前に立ち、

ご挨拶を申し上げたら、いよいよ玉石

社への急峻な階段を上がり ます。

ワタシ、膝が弱いのです。特に右。四

国チャ リ ンコ巡礼のときに最も危惧し

たのが右膝のことでした。チャ リ ンコ

を押して峠道を上るのは、無理して漕

いで上がったら右膝の痛みが出るから

です。そういう意味では、ちょ っとし

た爆弾です。

ですから峠越えは２つまでに限定

し、膝の痛みが出ないよ うにして

巡礼していました。多分、今回も突発

的に出ることは予想しながら挑みます。

この痛みが出るのが怖いので今まで躊

躇していたのですが、今回はなぜか叶

いそ うな気がしたのです。

なるべく右膝で踏ん張らないよ うにし

ていると、当然のことながら左膝に負

担がかかります。それだけではなくて、

今回も うひとつ抱えている股関節と仙

骨周辺の違和感と うっすらとした痛み

がこ こへ来て、のっと顔を出したらも

うアウ ト です。たどり着けないという

ことは、来るなという ことです。

こ ういうつづら折りの急峻な道に慣れ

ている人であれば、何を大げさなと言

われるでし ょ う。ここ まで身体が弱く

なったのはもちろん自己責任ですから、

弁解はしません。

それでもどうにかなるもので、たど り

着く こ とが出来ました。

YouTubeに「パワースポッ ト 一人旅・

玉置神社参拝」というのがあるのです

が、それがお気に入りでして、よ く見

ています。実は、那智山の飛瀧神社も

この動画で存在を知り、見た瞬間に行

きた く たまらな く なり、押しかけたの

がご縁の始ま りです。

玉置神社とのご縁は動画に巡り会うず

っと前からですが、玉石社については、

この動画を何度も見てイ メージをしっ

かり脳裏に焼きつけ、かなりな覚悟を

して来ました。

それにしても涼しいとはいえ、参道で

はかかなかった汗を、恐ら く全部出し

てしまったでし ょ うね。

う～ん･･･。正直申しますと、何も感じ

ませんでした。ホンマ、霊力なんてみ

じんもあり ません。

もっとも、逆に恐ろしさなんかを感じ

たら、それはそれで恐怖の極みなので

す。それがなかったので、良しという

こ となのでし ょ う。

その後、拝殿まで降りてきて、いつも

のよ うに拝んでいますと、ご年配の神

職さんが戸締まりをなさっていました。

も う10回 く らいは来ており ますが、戸

締ま り をなさっているところは初めて

お目にかかり ました。

せめて戸が閉められてしま う前にと慌

ただし く祭神様にご挨拶を申し上げま

す。

も う何度も来させて戴いているので写

真撮影は遠慮し、速やかに退散しよ う

と したところで、その神職さんにお声

をかけられました。

「よろしければ、お写真を撮り まし ょ

うか？」

（汗だく で疲れきった姿を撮ってもら

ってもな～･･･）

と思ったのですが、その想いとは裏腹

にスマホをポケッ トから取りだした手

は神職さんの方へしっかりと伸びおりま

した。

「ワタシはどこにいればよろしいか？」

「どこでも結構ですよ。」

「でも、神様を真正面にするのはあま

りにもおこがましいので、いちばん下

の段の端の方へ行きますね。」

「それがよろしいかと･･･。」

このやり取りから推測されたのは、こ

の神職さんが写真撮影にかなり慣れて

いらっしゃるのと、中には神様を背に

正面切っての撮影などという、いわゆ

る神様に失礼な要求に対してはいさめ

られたり する く らいの厳しさが、言葉

の端々に感じられたこ とです。こ うい

う厳かな空気は、やはり この場所が修

験者の場所としての歴史の証のよ うな

気がします。それに、天智天皇が熊野

三社を天災と悪霊や悪魔を含めた災厄

から守るために創建されたのが起源な

ので、気難しい雰囲気もまた連綿と続

けられてきたことがうかがえます。

その後は５分く らいでし ょ うか、ゆっ

く りと歩きながら、世間話程度ですが、

お話をさせて戴けました。

「今日はどちらからですか ？」

「大阪から那智山の飛瀧神社に参詣し、

こちらへ参り ました。」

「ほう。すごいですな。」

「途中に完成間近の大きな ト ンネルが

２か所あったのに驚きました。」

「ああ、見られましたか？」

伺いますると、これが開通すると、玉

置神社までの道のりがかなり近く なる

そうです。

「それと、今のうちに紀勢本線の白浜

から新宮まで乗られてお くのも良いで

すよ。」

「？ ？ ？」

「廃線になるかも知れませんから。」

明治の頃から奈良県は五條から紀伊半

島の山中を斜めに（南東向きに）新宮

市まで、鉄道敷設の計画が何度も立て

られたものの、建設技術の未達や採算

性の観点から、話は出ても棚上げにさ

れつづけ、それでも一部分は建設され

た跡があるこ となどのお話に発展しま

した。

それに、那智勝浦新宮道路と紀伊自動

車道とが結ばれたら、白浜から新宮ま

での鉄道はいよいよ廃線へと加速する

かもしれません。

ただ、自動車専用道路を通すとなると

紀伊半島の外周は難所だらけなので、

現代の建築技術なら山間を縫う タ イプ

の道路建設の方が開通時期も早めるこ
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こ
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とが出来るとはいえ、これは個人的な

好みですけれど、国道42号線を進むル

ートは、太平洋の景色や串本の景勝地

を見せて くれたり するので、速く移動

できるけれど少々退屈な高速道路とは

異なった醍醐味があるように思えます。

神職さんと親し くお話をするなんて滅

多にない機会だったので、新鮮でした

ね。

「よ うお詣りでした。」

ご挨拶ののち、参道を経て駐車場に帰

ると、クルマは数台しかあり ませんで

した。

さあ、こ こからの帰路がまた大変なの

です。３分の １ く らいは素晴らしい道

になっているとはいえ、奈良県の五條

まではまだ離合困難な難所が続きます。

が、何故か４時間以上かかるはずが３

時間少しで帰阪できたのです。これも

プチ不思議だったのですが、それ以上

の不思議がワタシの身体に起こ り まし

た。

翌日は全身の筋肉痛です。それもかな

り激しいので起き上がるのも一苦労。

でもこれは予想通り。背中一面の強張

り、股関節周辺とか仙骨周辺とか、そ

んな部分的な痛みではな く て上半身全

部でした。

５お休みの期間の最終日である日曜日に

例によってスーパー銭湯へ行ったので

す。こんな状態でも「GO TO スーパー

銭湯」は外せません。

かなり癒えていたとはいえ、翌日の業

務再開の日にはどうなることやら。こ

こ まで来たら賭けですね、ホンマに。

こ こからがプチ不思議。翌日、鍼灸師

先生の施術を何度受けても消えなかっ

たのに、それらの全てが消えており ま

した。股関節と仙骨周辺の変な違和感

も無し。この「痛みの全てが消える」

という現象は、３年ほど前にも経験し

ています。その代わり、それが起こる

前に強烈な痛みを発症します。ちなみ

に、３年前は数年来のぎっ く り腰を発

症し、おそら く歩けな く なると覚悟し

た く らでいです。幸い日頃お世話にな

っている鍼灸師先生の往診で事なきを

得ましたが、塾屋稼業34年間で緊急で

業務をお休みしたのは初めてでした。

ただ、その １ 回によって、糖尿病予備

軍の入り口に立っていたかも知れない

症状も往年の腰の違和感も、全部持っ

ていってくれました。これぞ神業の

不思議？ 人体の不思議？

どちらにせよ、こ ういう ものは消えて

くれるに限り まする。

高校入試を終え、無事合格した某私立

専願の生徒さん。

一応六年一貫校なのですが、高校から

はコースを分けれるための内部試験が

あり、あま りにひどいと追い出されま

す。

学力もですが、中堅レベルの学校なの

で、むしろ素行重視でし ょ う。

塾舎に入り、発した第一声がこれ。

「今日、学校ないんすよ。」

「～なんっすよ＝～なんですよ」

という台詞の締め方に最初は違和感が

あり ました。

「恥ずかしいですよ」を「恥ずいっす

よ」とか、「いいですよ。」を「いい

っすよ。」とか･･･。

か く言う ワタシでも、「～と言うたら

（～と言ったら）」を「～って言っち

ゃ」とか、「こんなこと言うのはナン

ですが」は「こう言っちゃナンですが」

なんていうスラング的な言葉を、会話

では使ってますのでね。

せえへんで ？」

という よ うなことを言われたら、ワタ

シは「そ うなん ？」と返すだけです。

だって、言葉尻をつかまえて、

「その『フツー』は、あなた個人の感

覚でし ょ ？ それこそ、あなたの常識

が世間の非常識やったら、どないする

ん ？」

なんてなことを言ったら、あとあと厄

介ですしね･･･。

それはそれとして･･･。

「ち ょ っと熱あるねん。しんどい。」

「お昼食べよか？

（ちゃんと朝食べたか？）」

「テレビを見る」

「あとで後悔するなよ」

「いちばん最高だったこと」

「まず初めに」

「頭痛が痛い」

熱はもともとあり ます（「こ とば」の

ことについて書かれた文章で、真っ先

に登場する「ネタ」ですが、正し くは

「平熱よりちょっと高い」でしょうか。

お昼（朝）なんか食べられません。お

昼（朝）ご飯は食べられるけど。

テレビ自体を見ても何にもなりません。

テレビの番組を見るのです。

いちばん最高って、「最も高い」のだ

から「いちばん高い」のと同意なので、

作文のチェッ ク時の的にされます。

「まず初めに」だって、「まず」自体

に「何をさておき最初に」という意味

があるのでは ？

「あとで後悔するなよ」って後で悔や

むから「後悔」なのです。でも「あと

で」は「そのときになって」という意

味であれば、間違ってないのでし ょ う

か ？

さすがに「頭痛が痛い」は言わないか

も知れませんが、それ以外は日常会話

ではたびたび耳にしますし、そもそも

会話自体は成り立っています。

「これちゃ うちゃ う とちゃ うねん。」

というのは、まだ初々しかった頃のト

ミーズという漫才コンビのネタですが、

この頃、よ く テレビとか雑誌で躍って

いた言葉が、これです。

「ほとんど病気」

イマドキだったら、「～過ぎる」とか

「神対応」とかでし ょ うか。

「ほとんど病気」って、どういう意味

なん？ 改めてそう思ったので、Google
先生に尋ねてみる。

さすがです。すぐに提示して下さいま

した。

それによ りますと、山本晋也監督が言

い出した流行語で、「（すごすぎて、

あるいは奇特で）ついていけない」と

か「よ くやる」というニュアンスで使

った言葉。あるいは、自分の価値観で

はとてもはかりかねるという一種の感

嘆詞だと書かれていました。

「～過ぎる」は「度を超えている」と

いう意味では、「食べ過ぎる（食べ過

ぎた）」とか、「それは言い過ぎでし

ょ ？」であれば、書きことばとしても

通用しますけれど、「可愛すぎる」っ

てのは、どうなのでしょ うね。

それで思い出しましたが、「キモ可愛

い」とか「かっこ可愛い」とかも妙な

複合語です。

「一見気持ち悪いけれど、よ く よ く見

たらどことなく可愛い」

「まだ幼くて可愛いけれど、ナンかカ

ッコイイ」

という意味になるのかな･･･。

「キモい」「キショい」は平成になっ

てから出て来た言葉のように記憶して

います。

あとは、ある生徒さんが、お父様の体

型を表現するとき使っていた言葉があ

り ましたね。

言葉は生き物

なので、それこそ「大人のオレが言っ

ちゃいけないこと言っちゃうけど･･･♪」

という『Habbit』の歌詞やないですが、

とはいえ、この歌詞の続きにある「ぶ

っちゃけ説教って快楽」という感覚は

あり ません。

それで、思わず古びたツッコ ミ を入れ

たワタシ。

「えっ ？ 学校はあるよ。」

「いや、何言うてはるんっすか？」

「いやだから、学校自体はあるやん。

授業がないだけやん ？」

う～ん、イマドキの子にはオジサンの

ツッコ ミにも解説がいるのか･･･。

ジェネレーシ ョ ンギャ ップ、ここにも

あり。

そういえば、日常会話の中にも本来な

ら違和感を抱かなアカンのにフツーに

使って会話がなり立っている表現って

どんなのがあるかなと、ブログネタの

「脳内未言語化マリモ」をまさ ぐ って

みると、結構な数であるのです。まあ、

この「フツー」も、

「何がフツーやねん？」

「どこまでがフツーで、どっからがフ

ツーとちゃ うねん ？」

と言われれば、答えようがありません。

「あんたなぁ、フツーはそんな言い方

情報というのは妙なところがあるよ う

で、このニュースレターを編集してい

る合間に、YouTube を まさ ぐ っている

と、タイム リーな動画が見つかり まし

た。ただし、この情報も、あ く までも

これをアップロード した人の個人的な

感覚がつまっているので、参考程度と

いうお立場でご覧下さい。

というのは、この自動車道路を新宮か

ら帰阪時に利用した経験則ですが、夕

刻（特に午後５時頃）に大渋滞を起こ

す所が散在していて、この動画のよ う

にすんなり と進める可能性の方が低い

よ うにも思えます。

とはいう ものの、国道42号線から開け

る海岸線の景色がキレイので、その部

分だけでも楽しめます。「どんなんや

ろな ？」と思われる方はご覧下さい。

"JR「特急く ろしお」のライバル

紀州半島の高速道路をドライブ ！

「く ろしお」号・JRきのくに線の

利用者減は、高速道路に原因が？"

を YouTube で見る



いわゆる「イケメン（いけてる顔面が

語源）」といういう物理的な意味では

な く て、人格的なこ とを指す語として

使われているよ うです。

そ ういう意味で、面白い言葉やなと感

じたのは、「顔面偏差値」です。

中学生君や高校生君に尋ねると、男女

の区別なく使う らしいです。つま り、

イケメンとか美人（可愛い）に対して、

「あの人（あの子）、顔面偏差値高い

よね？」

というふうに使う らしいです。

では、筋骨隆々（ムキムキ）の人だっ

たら「筋肉偏差値の高い人」になるの

かしら ？ あるいは、スポーツのでき

る人に対しては、「スポーツ偏差値が

高い人」という表現が成り立ちそ うで

すね。

こどばの意味の正誤うんぬん使い方の

是非うんぬんも大切ですが、日常の中

で生まれては時として消えてい く俗語

をみるにつけ、言葉はまさに生き物な

んやなということを実感させられます。

６「デブい」

「デブ」の形容詞化ですね。ウ ィ キ先

生によ り ますと、江戸時代から「肥満

したさま」を表す「でっ く り・でっぷ

り」という副詞が使われてたそうです。

また、「しま りな く肥満したさま」を

表す「でぶでぶ」という副詞もあり、

オノマ トペとしての「でぶでぶ」が名

詞化されたというのが一般的な「デブ」

の語源らしいです。

「恥ずかしい→ハズい／

はずっ ！ 」」

「気持ち悪い→キモい／

キモッ ！ 」」

「気色悪い→キショい／

キショ っ ！ 」（「ッ」が

はいって「キッショい」）

「うざったい→ウザい／

ウザッ ！ 」

ちなみに「うざったい」とか「むかつ

く」というのを、清少納言さんは「に

く し」と言うてはり ます。

「神対応」「神レベル」はSNS上で相手

の対応の良さを手短にほめるときに使

ったこ とが始ま りなのだそ うです。

これの同種として、女性に使っても褒

め言葉になるらしい「男前」もあり ま

すね。これは、元来の二枚目の男性、

気づけばここまで来たんだね

京都は永観堂（禅林寺）に阿弥陀如来

立像があり ます。「見返り阿弥陀」と

いう愛称で親しまれています。

阿弥陀如来は、天上界で最も位の高

い存在です。ヒン ド ゥー教でいえば

ブラフマン、キ リ ス ト教でいえばキ

リ ス ト、ムス リ ムだとアッラーにあ

たり ます。

「見返り」という名の付く もので代表

的な作品といえば、菱川師宣の「見返

り美人図」があり ますが、同じ「見返

り」でも、如来像とは趣旨が違う もの

の、着物姿の美人がふと振り返った際

の色気を見事に捉えたもので、これは

これで魅力があり ます。

いつの日かの見返り阿弥陀像のブログ

記事で、後について く る人々を

「大丈夫か？ ちゃんとついて来られ

ているか？」

という慈悲深いお顔で見守られている

よ うに感じると書きましたが、も うひ

とつ意味があるのではと感じました。

菱川師宣「見返り美人図」

私には、生徒さんに必要以上のテキス

トは持たせないというコンセプ トがあ

り ます。ポ リ シーという よ うな仰々し

いこレベルではないのです･･･。

「あなたね、これだけのモノ、全部出

来ますか？」

という く らい、他塾から私の塾に移ら

れてきた生徒さんの中には、 １ 科目に

つき ３冊も ４冊も持たされている場合

があり ます。

塾の授業で使う ものと、復習で使う も

のとに分けられているらしいのですが、

そ うおっしゃる割に、分量が多すぎる

からか、どれもが中途半端な状態で放

置されているよ うにしか思えないので

すね。

必要なものは必要です。でも必要悪に

なれば何もならない。

若い頃に指導の上であるこ とに悩んだ

時期があります。

入門者に対して、これからしなければ

いけないこ とを全部見せるのは、是か

非かという ものです。初めての人、学

力がまだまだおぼつかない人が、

「成績を上げるために、これとあれと、

あ、そ うそ う、これもそれも全部やら

く ちゃね。」

と、目の前にドサッ と積み上げられる

と、どのよ うに思うでし ょ うか。

「何を甘いこ と言っているんだ、その

く らいで怖じ気づくのであれば、初め

っからこ こへ来るなよ。」

このように、理想論や精神論よ り も、

まず現実を見せてやるのが大事だと言

う指導者もいることでし ょ う。

結論から申しますと、ワタシにとって

はアカンやつです。親父様、実は、ワ

タシのアカンやつのタイプでした。

幼い頃のワタシは病気がちだったので、

体を丈夫にさせよ う という厚い親心か

ら、親父様がいきなり ２kgと ４kgの鉄

製アレーを買って来たのです。それも

ご丁寧に２つずつ。

それを床の上にドンと置いて、「明日

からやれ」と言う。

ワタシ、当時小学４年生。４年生の少

年に「やれ」と言われても、何をどう

するのか皆目見当もつきません。どこ

まで不器用やねん、という親父様。

ただでさえ頑固で、天上天下唯我独尊

に近い考え方をち、およそ一般的な小

学４年生からすれば10本く らい線が外

れていた子が、「はい、そうですか」

とするわけがない。

それから50年以上も経て今では２kg・

４kg・５kg・６kgと増えて、あろう こ

とか13kgまで対応できるよ うな可変式

のダンベルまで買い込むなんざ、当時

のワタシからは天と地がひっ く り返っ

ても想像できないこ とでした。

それでも、いきなり これらのダンベル

を買いそろえていたら、まだたかが２

年間とはいえ、それだけでも続いたか

と問われれば、とっ くに今頃は、ダン

ベルたちを部屋の邪魔者扱いしていた

かも知れません。

勉強だって同じで、するべきことを目

の前に全部積み上げられ、

「さあ、やってごらん。」

そう言われて、それが渋々でも始めら

れる人はそれ相応の学力レベルに達し

ている人で、大半の人はドン引きしま

す。

その順序を逆にすればどうでしょうか。

一生懸命して来て、そのして来たこ と

を見えぬ所に置いておき、目標を達成

できたときに初めて見せるのです。

「分かるかい？ これがね、あなたの

足跡だよ。よ く頑張ったね。」

それまでは、その量を感じさせずにし

れっと進める。しれっと進めるために

は、指導者の方が心を乱してはならな

いのです。

親御様も指導者も、それでな く ても、

ともすれば期待し、結果を急ごう とし

ます。なぜなら、期待して当然、結果

を早く見たいと思うのが当たり前だか

らです。そこをグッ と辛抱して、粛々

とすすめていく。

その積み重ねの足跡をそっと見返って

微笑む。

「よ く頑張ったね。」

そ ういう言葉さえ無用になる満々とた

たえる「見返り阿弥陀如来像」の微笑

み。静かですが、何よ り も力強い。

〈編集後記〉

拙著『塾ごっこ』をお読みいただけたでし ょ う

か。最近でこそアメブロに記事をアップする回

数がめっき り と少な くなっています。ネタ切れ

もあるのですが、自分が書きたいことと伝わる

ことは違う という ことを、 １ 冊の本を作り上げ

るという過程で気づいたからです。学生時代、

特に小中学生のときに何を書いて良いのか悩む

あなたに、国語の先生から「思ったことを書け

ばいいよ」という指導を授けられた経験が少な

からずあると思うのです。書く こ と自体に苦心

なさっている人には申し分けないけれど、書く

ことはそんなに難しいこ とではないのです。大

切なのは書く という よ り も、書く ことで伝える

という ことだと思うのですね。卑近な例を挙げ

るなら、読み手をどのよ うに楽しませるか、あ

るいは、「そうそう ！」と相づちを打たせるか、

それとも逆に、「いや、それは違うやろ ？」と

思わずつっこませるか･･･。読み手をあの手この

手でいつの間にか「書き手ワールド」に引き込

んでいるいるというものです。そういう意味で、

自分の作品を世に残し続けている作家の感性は

本当に凄いと唸らされるのです。

Amazonサイト

てんじ ょ うてんげ ゆいがど く そん

し ゅ く し ゅ く

あ み だ にょ らい

り ゅ うぞう

もろのぶ


